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オ
パ
マ
米
大
統
領
の
四
月
訪
日
が
十
二
日
発
表
さ
れ
た
が
、
そ
の
直
後
か
ら
米
メ
デ
ィ
ア

に
安
倍
晋
三
首
相
の
歴
史
認
識
を
懸
念
す
る
記
事
が
相
次
い
で
い
る
。

「
東
ア
ジ
ア
の
安
全

保
障
で
、
問
題
な
の
は
日
本
」
「
国
家
主
義
の
安
倍
首
相
は
信
頼
で
き
る
の
か
」

。
ワ
シ
ン

ト
ン
発
の
米
紙
の
記
事
は
、
米
政
府
の
意
向
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
日
米
関
係
に

す
き
ま
風
が
吹
い
て
い
る
。

（
鈴
木
伸
幸
）

ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
（
W

P
）
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ

ム
ズ
（
N
Y
T）
と
い
っ
た
米

国
を
代
表
す
る
メ
デ
ィ
ア
は
、

安
倍
首
相
を
「
強
硬
な
国
家
主

義
者
」
と
し
て
一
昨
年
末
の
就

任
直
後
か
ら
、
繰
り
返
し
懸
念

を
示
し
て
い
た
。
昨
年
五
月
に

は
、
米
議
会
報
告
書
の
「
米
国

の
国
益
を
損
な
う
恐
れ
が
あ

る
」
と
の
記
載
を
取
り
上
げ

た
。
昨
年
末
に
は
「
靖
国
参
拝

で
中
国
、
韓
国
と
の
関
係
を
さ

ら
に
悪
化
」
と
報
じ
た
。

通
信
社
ブ
ル
ー
ム
パ
l
グ
は

「
訪
日
し
た
パ
イ
デ
ン
副
大
統

領
が
靖
国
を
参
拝
し
な
い
よ
う

に
促
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

参
拝
し
た
」
と
、
ケ
ネ
デ
ィ
駐

日
大
使
に
よ
る
異
例
の
「
失

望
」
表
明
に
至
っ
た
舞
台
裏
を

明
か
し
た
。

最
近
、
問
題
視
し
て
い
る
の

は
N
H
K
の
会
長
と
経
営
委
員

の
発
言
だ
。
籾
井
勝
人
会
長
は

先
月
、
「
政
府
が
右
と
い
う
こ

と
を
左
と
は
い
え
な
い
」
「
従

軍
慰
安
婦
は
ど
こ
の
国
に
も
あ

っ
た
」
な
ど
と
話
し
た
。
経
営

委
員
で
作
家
の
百
田
尚
樹
氏
は

アジア脅かす」「国家主義

「
日
米
ギ
ャ
ッ
プ
深
ま
る
」

素
焼
で
書
議
中
力
ニ
コ
一
週
年
度
政
府
予
算
案
は
、
自
民
党
型
ば
ら
ま
き
予
算
の
完
全
復
活
を
思
わ
せ

今
月
、
旧
日
本
軍
に
よ
る
南
京

大
虐
殺
は
な
か
っ
た
、
東
京

裁
判
は
原
爆
投
下
な
ど
米
軍

の
戦
争
犯
罪
を
ご
ま
か
す
た

め
だ
っ
た
ー
な
ど
と
発
言
し

た
。w
pも
N
Y
Tも
、
百
田
氏

が
安
倍
首
相
の
任
命
で
あ
る
こ

と
を
強
調
。
籾
井
会
長
が
首
相

と
近
い
こ
と
に
も
触
れ
、

N
H

K
の
中
立
性
、
独
立
性
に
疑
問

を
投
げ
か
け
て
い
る
。

オ
パ
マ
大
統
領
の
訪
日
発
表

直
後
に
、

w
pは
論
説
記
事
で

「
安
倍
首
相
は
日
本
経
済
を
活

性
化
さ
せ
、
環
太
平
洋
連
携
協

定
（
T
P
P）
の
話
し
合
い
に

積
極
的
で
、
防
衛
予
算
を
増
額

し
、
集
団
的
自
衛
権
の
見
直
し

に
も
乗
り
出
し
た
」
と
日
米
連

携
の
強
化
策
は
評
価
し
た
。

だ
が
、
一
方
で
N
H
Kの
会

長
と
経
営
委
員
の
歴
史
観
に
強

い
嫌
悪
感
を
示
し
、
「
報
道
の

独
立
性
」
と
「
歴
史
認
識
」
に

つ
い
て
の
安
倍
首
相
の
考
え
方

に
疑
問
を
投
げ
か
け
た
。

十
七
日
付
（
電
子
版
）
で

は、

w
pの
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
デ

ィ
l
ル
副
論
説
主
幹
が
「
物
議

を
醸
す
日
本
」
の
見
出
し
で
コ

ラ
ム
を
掲
載
し
た
。
中
国
の
軍

絶
大
か
を
実
感
す
あ
。

備
拡
張
や
尖
閣
諸
島
絡
み
の
防

空
識
別
圏
の
問
題
な
ど
で
、
日

本
に
同
情
を
示
し
つ
つ
も
「
安

倍
首
相
の
国
家
主
義
へ
の
傾
倒

が
ア
ジ
ア
の
安
全
を
冒
す
危
険

性
」
を
指
摘
。
首
相
の
靖
国
参

拝
で
「
米
政
府
と
日
本
政
府
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ギ

ャ
ッ
プ
は
米
中
の
ギ
ャ
ッ
プ
よ

り
深
ま
っ
た
と
み
ら
れ
る
」
と

主
張
し
た
。

ブ
ル
ー
ム
パ
l
グ
の
論
説
記

事
で
も
、
安
倍
首
相
が
日
本
の

国
際
イ
メ
ー
ジ
を
大
き
く
悪
化

さ
せ
て
い
る
こ
と
を
懸
念
し
た

上
で
、
日
米
双
方
に
お
け
る
両

国
関
係
の
評
価
の
食
い
違
い
に

つ
い
て
言
及
。

「安
倍
首
相
は

（T
P
P交
渉
な
ど
で
の
協
力

で
）
良
好
な
米
国
と
の
関
係
を

背
景
に
靖
国
を
参
拝
し
た
。
だ

が
、
結
果
と
し
て
米
国
と
の
信

頼
関
係
も
悪
化
し
た
」
と
計
算

違
い
を
指
摘
し
た
。

そ
の
上
で
、
オ
パ
マ
大
統
領

の
四
月
の
ア
ジ
ア
訪
問
は
「
中

国
に
対
す
る
け
ん
制
で
あ
る
と

同
時
に
、
安
倍
首
相
の
行
動
が

ア
ジ
ア
の
安
定
を
脅
か
し
、
日

米
関
係
を
傷
つ
け
て
い
る
こ
と

を
認
識
さ
せ
る
た
め
だ
」
と
強

調
し
て
い
る
。

・・v
関
東
甲
信
な
ど
で
十
六
日


